
第３５回 道央クラブバレーボール連盟　９人制会長旗争奪大会

　平成29年4月16日(日)　札幌市東区体育館
　　開場 8:45 代表者会議 9:15 開会式 9:30 競技開始予定 10:00
　　　　　（体育室は 17:00 ～ 21:00 まで延長あり）

【男子の部】

【女子の部】

-

-
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【４号球の部】

-

【成績結果】

男子の部　優勝 ＢＡＴＴＬＥ（札幌市），準優勝 ＳＵＮＳ（札幌市）

女子の部　優勝 かれん（千歳市），準優勝 札幌市役所（札幌市），第３位 北翔倶楽部（札幌市），ＢＡＴＴＬＥ(札幌市)

４号球の部　優勝 ＺＥＲＯ（札幌市），準優勝 北栄（札幌市），第３位 北野クラブ（札幌市）
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優勝　かれん（千歳市）
２年連続１０回目

女子の部決勝,1ｾｯﾄ目序盤から互いに譲らず接戦となる。強
力な攻撃な持ち味の札幌市役所,粘りの全員ﾊﾞﾚｰのかれん
と最後まで意地のぶつかり合いとなるが最後の最後にｻｰﾋﾞ
ｽｴｰｽが出たかれんがこのｾｯﾄを先取する。2ｾｯﾄ目は札幌市
役所がｻｰﾌﾞを武器にかれんのﾚｼｰﾌﾞを乱して序盤から優位
に進める。かれんも必死に応戦するが肝心の場面でﾐｽも出
てしまい札幌市役所が逃げ切ってこのｾｯﾄを奪い返しﾌﾙｾｯﾄ
となる。ﾌﾙｾｯﾄまでもつれた決勝戦の最終ｾｯﾄ,かれんは10番
梅津のｻｰﾌﾞが効果的に相手を乱し大きくかれんがﾘｰﾄﾞを広
げる。対する札幌市役所も両ｴｰｽにﾄｽを集め応戦するが、
最後まで攻めのｻｰﾌﾞをし続けたかれんがこのｾｯﾄを取って2
年連続10回目の優勝を飾った。

序盤ZEROがｻｰﾌﾞで崩しﾌﾞﾛｯｸ,ｽﾊﾟｲｸが決まりﾘｰﾄﾞを大きく広
げる。途中北栄も連続ﾌﾞﾛｯｸで追い上げるもZEROがﾘｰﾄﾞを
守り1ｾｯﾄ目を先取する。2ｾｯﾄ目は序盤から長いﾗﾘｰが続く
がZEROがｽﾊﾟｲｸを決めﾘｽﾞﾑを掴むとｻｰﾋﾞｽｴｰｽ等でﾘｰﾄﾞす
る。北栄も粘りをみせるがﾐｽｶﾞ続きﾘｰﾄﾞが広がる。中盤
ZEROのﾗｲﾄ側からの攻撃が効率よく決まりさらにﾘｰﾄﾞが広
がると勢いのまま2ｾｯﾄ目も奪い2年ぶり7回目の優勝を飾っ
た。

2試合による男子決勝,互いにｻｰﾌﾞﾚｼｰﾌﾞが安定せずに両ｴｰ
ｽの打ち合いとなるが次第にﾌﾞﾛｯｸ及びﾚｼｰﾌﾞが安定し始め
たBATTLEが攻撃も多彩となり終始ﾘｰﾄﾞし1試合目を先取す
る。2試合目の序盤SUNSがｻｰﾌﾞを強化し何とか主導権を握
ろうとするが高さ及びﾊﾟﾜｰに勝るBATTLEがそれを許さずこ
の試合も最後までﾘｰﾄﾞを保ち2試合目も連取して4年連続5回
目の優勝を飾る。
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４年連続５回目
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